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Identification about subspecies of carabid beetle Carabus yaconinus Bates, 1873 in the 
Yamaguchi Museum

Yuusuke Tsuji, Masayuki Shimono and Hiroshi Tanaka

Abstruct

The subspecies of carabid beetle Carabus yaconinus Bates, 1873 in the Yamaguchi 
Museum were investigated. The copulation piece of male genital morphology 
suggested  one of C. y. maetai Ishikawa, 1994. This subspecies, seem to inhabit 
northeastern area of Yamaguchi prefecture.

１　はじめに

　ヤコンオサムシ Carabus yaconinus Bates, 1873は西本州・四
国地方北部・中国地方に分布する西日本特産種で，他のオサム
シ類と同様に，後翅が退化している. そのため各地で地理的な
分化がみられ，現在のところ 8 亜種に分類されている（井村・
水沢 2013）. そのうち中国地方本土には，基亜種C. y. yaconinus 
Bates, 1873（通称和名：ヤコンオサムシ）と山陰地方亜種（通
称和名：サンインヤコンオサムシ）C.y.maetai Ishikawa, 1994
の 2 亜種が分布している. 中国地方の中での分布は，ヤコンオ
サムシ基亜種は岡山・広島両県南部に，サンインヤコンオサム
シは鳥取・島根両県と岡山・広島両県北部に分布するとされ
ており，山口県は両亜種の分布域を含んでいない（井村・水沢  
2013）. 
　しかしながら，このたび筆者らが過去の報文を調べた結果、
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図１　博物館所蔵のヤコンオサムシ



−8−

〔山口博物館研究報告辻　　雄介・下野　誠之・田中　　浩

山口市阿東徳佐上（旧阿武郡阿東町徳佐上）と萩市高佐上（旧阿武郡むつみ村高佐上）からの
記録の存在が判明した（田中他 1999）. 
　また，山口県立山口博物館には山口市阿東徳佐上で得られた未発表のヤコンオサムシの標
本が所蔵されていることも確認できた. 中国地方本土のヤコンオサムシは前述の通りであるが，
田中他（1999）と同様，山口博物館所蔵の山口県産ヤコンオサムシについても，亜種の同定は
されていない. 
　山口県周辺では，ヤコンオサムシ基亜種は太田川周辺が分布の西限であり, キュウシュウク
ロナガオサムシの中国地方亜種 Carabus kyushuensis nakatomii Ishikawa, 1966（通称和名：チュ
ウゴククロナガオサムシ）と山口県亜種 C. k. kawaharai（Imura 2011）（通称和名：オニクロナ
ガオサムシ）の分布の境界は高津川付近である（井村・水沢 2013）. その他の節足動物の分類
群でも，この付近が分布の境界と思われるザトウムシ類などの事例が確認されており（鶴崎 
2007），これらのヤコンオサムシの標本がどの亜種に当たるのか非常に興味深い。山口県産ヤ
コンオサムシの採集地は，山陰側で，高津川より西の地点である. キュウシュウクロナガオサ
ムシ山口県亜種のように，既知のヤコンオサムシ 2 亜種とは別亜種である可能性がある. 
　この度，山口県立山口博物館に所蔵されている標本（標本データ： 1 ♂，山口県阿武郡阿東
町徳佐上，30. ⅲ. 1989. 田中馨氏採集）を検したので報告する（図 1 ）. 

2　材料と方法

　ヤコンオサムシは，雄交尾器の指状片（交尾片）の形状で容
易に亜種を区別できる. ピンセットで交尾器を分解し，内嚢に
包まれていた指状片（約1.2㎜）を取り出し，実体顕微鏡で写
真を撮影した（図 2 ）. 
　なお，現在知られているヤコンオサムシの分布において，山
口県産ヤコンオサムシが該当する可能性が高いのは山陰地方亜
種であると予想し，山陰地方亜種の指状片の特徴と比較を行っ
た. 井村・水沢（2013）によると，山陰地方亜種の指状片の特
徴として以下のように記述されている. 「本種の各亜種の中で
最も幅が狭く，先端部は三角形だがそれほど鋭く尖らない. 側
縁は先端手前の最広部で強く側方に突き出し，一旦狭まった後，
基部に向けて再度僅かに広がり，基板近くで再び弱くくびれ
る」. 

3　結果および考察

　今回検した山口県産ヤコンオサムシの指状片は，山陰地方亜種の特徴と一致しており，この
度の山口県産ヤコンオサムシは山陰地方亜種であることが判明した.  
　従って，この度のヤコンオサムシが山陰地方亜種であったことから，従来知られてきて分布

図2　博物館所蔵のヤコン
オサムシの指状片
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の西限である島根県高津川（中村・松田 2005）から西に延長され，山口県北東部にまで分布が
延長される可能性が出てきた（図 3 ）. 

図３　ヤコンオサムシ山陰地方亜種と考えられた個体の採集地点と山陰地方亜種と基亜種の分
布図　太い点線は山陰地方亜種と基亜種の分布境界、太実線はヤコンオサムシのこれまで
の分布を示す（井村・水沢　2013を改変）

　ヤコンオサムシは，一般的には普通種であり（井村・水沢 2013），岡山県では冬季のオサ
堀りや，春から秋にかけてのピットフォールトラップで比較的よく採集されるようである
（瀬島裕馬 私信）. 広島県でも，比較的多くの個体が太田川東岸下流域で採集されており（石
谷 1996），島根県においても，高津川下流部（中村・松田 2005）や，澄水川流域（藤原・林 
2008）で比較的多くの個体が得られている. 一方，山口県では精度の高い調査を行ったにも関
わらず，これまでほとんど確認されなかったことや（川元 2015），現在知られている産地が
局所的であることから，山口県においては稀な種と考えられる. 
　松永正光氏によると，オサムシ類の分布域は変化することがあり，特に周縁部では年によっ
て変化することがあるという（私信）. 山口県では2000年以降，ヤコンオサムシの記録が途絶
えている. 今後山口県でオサムシ類の調査を行い，詳細な山口県内のヤコンオサムシについて
の情報を提供したいと考えている. 
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